


助成額
（単位円）

区　分 団体名 所在 内　　容

３次募集
採用分

205,000ボランティアガイド笛吹 一宮
笛吹市内旧跡ガイド（助成３年目）
文化財ガイドの育成と継続のための活動

50,000春日居町ふれあい連絡会 春日居
地域防犯活動・環境整備（助成２年目）
桃盗難防止パトロールや放置自転車整理など地域の防犯
活動を主体的に行う

126,000春日居町国府第３区 春日居
地域防災意識高揚を目的とした地域交流（助成３年目）
地域防災の現実的な課題であるコミュニティの再生のた
めの交流事業

500,000笛吹市御坂国際交流協会 御坂
音楽を通じた国際交流事業（助成２年目）
地域における国際交流意識啓発のための音楽による多文
化交流イベントの開催

196,500熊野堂下区 春日居
熊野堂囃子保存事業（助成２年目）
熊野堂囃子の保存伝承のため、子どもたちの育成活動の
ための楽器購入・修理

48,552えこふく 八代
菜種油による地球温暖化防止推進（助成２年目）
遊休農地の借地による菜の花栽培を通じてBDFによる
エコサイクルを作る

181,000笛吹市サッカー協会 石和
サッカーを通じた市民スポーツの普及（助成２年目）
サッカー教室の開催、パパさんリーグの開催によるスポ
ーツ振興

602,700石和温泉観光協会 石和
甲斐国千年の都　市民総ガイド事業
笛吹市の歴史、文化をまとめた冊子による観光振興

55,000

４次募集
採用分

日本語塾　和 石和
日本語教室
在住外国人の生活支援のため、日本語指導を行う

415,000石和体協野球塾 石和
野球指導による青少年育成事業（助成３年目）
小中学生の野球指導を通じて、非行防止に取り組む

84,000北野呂区 一宮
地区防災体制整備事業
地域の防災意識醸成のための研修や防災関係計画の策定
を行う

350,000永井天神社神楽保存会 八代
文化財の継承存続事業（助成２年目）
市無形文化財の太々神楽の継承存続のためのＤＶＤ化

50,000

５次募集
採用分

小石和区 石和
文化祭事業
地域住民の文化啓発・交流のため地区文化祭を開催

100,000石和ざぶとん亭実行委員会 石和
笑いによる町おこしイベント（助成３年目）
地域の実行委員会により、地域活性のきっかけづくりと
なる、お寺を会場とした寄席の開催

6,711,202採用合計　　　26件

7,750,652H21地域振興促進助成事業合計　28件

1,039,450採用合計　　　２件

719,450

その他

笛吹市文化財愛護会 石和
甲斐の国千年の都　笛吹市PR事業
市内各所にのぼり旗を掲げ、甲斐国千年の都笛吹市の歴
史と文化をアピールする

320,000
レミオロメンと笛吹を応援
する会

石和
レミオロメン紅白初出場応援事業
のぼり旗設置、パブリックビューイングなどでレミオロ
メンのふるさと笛吹市と市民の一体感を盛り上げる

助成額
（単位円）

区　分 団体名 所在 内　　容

183,750

１次募集
採用分

鄙の会 石和

　笛吹市では、「市民活動団体や行政区の皆さまが地域づくりや地域を活性化させるために行う事業」に対

し「地域振興促進助成事業」により助成金を交付し支援を行っています。

　地域の環境整備、防災意識の啓発、防犯活動、文化交流イベント、スポーツによる青少年育成、文化財

の継承保存など、平成19年度から21年度までの３年間で68事業に助成を行いました。

　市民の皆さまの、自主的・自発的な幅広い地域づくり活動を応援しますので、地域の活性化に「地域振

興促進助成事業」をご活用ください。

　平成21年度に地域振興促進助成事業で助成した事業の実績報告会を開催します。

　より良い地域づくりや地域の活性化を目指して取り組んだ市

民活動の成果をご確認いただき、今後、地域活動や市民活動に

取り組むきっかけにしていただきたいと思います。見学自由で

すので多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

▼日　時　　７月23日（金）　午後１時30分～５時（予定）

▼場　所　　スコレーセンター１階集会室

693,000NPO法人��Hope　笛吹 石和
笛吹市の地域情報の公開事業
実行委員会による地域情報発信フリーペーパー発行

八田書院活用事業（助成３年目）
八田書院でのひな飾りや五月人形展示等を実施

63,000
NPO法人
学びの広場ふえふき

境川
地域を学び環境美化を推進する活動（助成２年目）
実行委員会により市民と学校が一緒になって、地域を知
り、地域美化に取り組む

273,000春日居中輪菊愛好会 春日居
春日居町菊の散歩路（助成２年目）
菊の散歩路を地域で開催し、地元観光と地域活性化に取
り組む

255,400笛吹ローズクラブ 石和
バラによる景観づくり事業（助成２年目）
市のバラを広める事業（育成技術講習会、講演会、駅前
広場のバラの管理）を行う

50,000下黒駒朝市遊歩道推進会 御坂
地域資源の整備による地域活性化（助成２年目）
地区内の河川沿岸道路を整備し、遊歩道化することで地
域活性化につなげる

420,000

２次募集
採用分

３次募集
採用分

NPO法人��Happy��Space
ゆうゆうゆう

石和
中学生パパ･ママ体験講座（助成２年目）
中学校との協働で子育て体験講座を中学生対象に実施

140,000すくすくランド 石和
地域シニアサロン事業
地域の高齢者の居場所をつくり、地域の福祉向上と生涯
学習の場づくりを行う

630,000河内区 石和
河内区地域づくり事業
地区内環境整備地の緑化に地区住民の参加で取り組み、
地域連帯を図る

389,000親子ふれあい広場 一宮
親と子の共同参画による青少年活動事業（２年目）
地域教育活動として、講演会や親子での史跡巡りを開催

107,800朗読サークル小松 八代
朗読会を通じた地域活性化
介護施設、敬老会を訪問し朗読や歌を通じて交流を図る

542,500ザ・いさわJAZZ実行委員会 石和
ジャズを通じた地域文化の醸成
足湯広場、石和温泉駅前等でライブを開催。ジャズブラ
ンドとのイメージ化を狙う

ひな

平成22年度の受付期限　平成22年10月29日まで

▼問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�055（262）4111



　
４
月
30
日
、
御
坂
町
大
野
寺
の
福
光

園
寺
有
林
に
お
い
て
市
、
市
緑
化
推
進

会
議
主
催
に
よ
る
「
第
４
回
笛
吹
市
植

樹
祭
」
が
参
加
者
約
２
３
０
名
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
祭
は
、
山
梨
県
が
提
唱
し

て
い
る
１
０
０
万
本
植
樹
運
動
と
同
時

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
豊
か
な
自
然
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
森
を
愛
す
る

心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
市
民

の
緑
化
思
想
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
で
は
、
荻
野
市
長
ら
関
係

者
の
あ
い
さ
つ
や
御
坂
東
小
学
校
児
童

で
構
成
さ
れ
る
「
黒
駒
緑
の
少
年
少
女
隊
」

の
代
表
が
、
笛
吹
市
の
美
し
い
自
然
を

愛
し
、
緑
豊
か
な
21
世
紀
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
目
指
す
誓
い
の
こ
と
ば
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、
順
調
な
生
育
を
願
い

な
が
ら
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
苗
木
２
０
０
０

本
を
参
加
者
全
員
で
丁
寧
に
植
樹
し
ま

し
た
。

　
５
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
、
芦
川
町

で
「
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
芦
川
の
源
流
域
に
広
が
る
群
生
地
に

は
、
貴
重
な
「
に
ほ
ん
す
ず
ら
ん
」
種

が
自
生
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見
て
も
、

こ
の
規
模
で
群
生
し
て
い
る
の
は
珍
し
く
、

山
梨
県
の
自
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
祭
り
期
間
中
、
見
頃
を
迎
え
た
す
ず

ら
ん
を
一
目
見
よ
う
と
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
新
緑
の
林
野
に
咲
く
可
憐

な
花
々
を
、
写
真
に
お
さ
め
た
り
、
会

場
で
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
群

生
地
に
咲
く
い
ろ
い
ろ
な
花
に
つ
い
て

調
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
群
生
地
近
く
に
設
け
ら
れ
た
特
設
テ

ン
ト
村
や
芦
川
農
産
物
直
売
所
（
お
ご

っ
そ
う
家
）
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど

特
産
品
を
買
い
求
め
る
家
族
連
れ
や
観

光
客
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
も
行
わ

れ
、
祭
り
を
訪
れ
た
観
光
客
た
ち
は
、

思
い
思
い
に
芦
川
の
自
然
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

にぎわうおごっそう家

白かば林に咲くすずらんの花

にぎわう特設テント村

植樹を行う緑の少年少女隊

　選挙当日、仕事や旅行などの予定がある人は期日前投票をご利用ください。市内７カ所の期日
前投票所にて、どちらでも投票することができます。

期日前投票所 期　　間 時　　間

笛吹市役所

笛吹市役所

御坂支所

一宮支所

八代支所

境川支所

春日居支所

芦川支所

南　　館 ６月25日（金）～７月10日（土）

７月３日（土）～７月10日（土）

午前８時30分～午後８時

午前８時30分～午後６時

※第11投票区（御坂町藤野木、新田、立沢）および第29投票区（芦川町）は投票時間を

繰り上げます。　　午前７時～午後７時

◎ご不明な点がございましたら笛吹市選挙管理委員会へお問い合わせください。
　笛吹市選挙管理委員会　☎055（262）4111

○投票所、投票期間および時間

　
５
月
17
日
に
笛
吹
市
連
合
区
長
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
22
年
度
の
理
事
と
し

て
各
地
域
の
区
長
会
代
表
者
14
名
に
委

嘱
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
長
に
田
中
正
純
氏
、
副
会

長
に
芦
澤
孝
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
同
区
長
会
は
、
各
地
域
の
区
長
会
相

互
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治
会

組
織
の
発
展
と
市
全
体
の
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
委
嘱
を
行
っ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

�

会
　
長

田
中
　
正
純
（
春
日
居
町
区
長
会
会
長
）

�

副
会
長

芦
澤
　
孝
　
（
芦
川
町
区
長
会
会
長
）

�

理
　
事

長
坂
　
邦
彦
（
石
和
町
区
長
会
会
長
）

宮
川
　
重
明
（
石
和
町
区
長
会
副
会
長
）

前
田
　
初
男
（
御
坂
町
区
長
会
会
長
）

川
井
　
保
夫
（
御
坂
町
区
長
会
副
会
長
）

佐
藤
　
輝
久
（
一
宮
町
区
長
会
会
長
）

川
崎
　
正
次
（
一
宮
町
区
長
会
副
会
長
）

鶴
田
　
幸
男
（
八
代
町
区
長
会
会
長
）

矢
崎
　
明
　
（
八
代
町
区
長
会
副
会
長
）

齊
藤
　
智
雄
（
境
川
町
区
長
会
会
長
）

早
川
　
肇
　
（
境
川
町
区
長
会
副
会
長
）

岩
　
　
進
　
（
春
日
居
町
区
長
会
副
会
長
）

金
子
　
忠
男
（
芦
川
町
区
長
会
副
会
長
）

※この記事は、６月16日時点における新聞報道等により作成しています。

　政局の動向によって投票日が変更になる場合がありますので、ご承知ください。



路線名 主な経由地等

市営バス

自主運営

バス

一宮循環バス 一宮町内循環～石和温泉駅　※曜日によりコースが異なる。

境川巡回バス 境川町内巡回

対象事業 備　　考

市営バス

自主運営バス

民営バス

一宮循環バス

境川巡回バス

市負担額（単位：千円）

7 , 7 0 9

3 , 5 8 8

芦川バス 8 , 0 9 0

甲斐市長塚～富士見～奈良原線 8 , 5 2 3

勝沼～一宮～南西団地線 5 , 6 6 4 平成22年３月31日廃止

民営バス赤字補助 9 , 2 1 6 ２社

計 4 2 , 7 9 0

芦川バス 芦川町鶯宿～県立博物館～石和温泉駅

甲斐市長塚～富士見～奈良原線
甲斐市長塚～甲府駅～甲府市総合市民会館～富士見～八代四ツ角～奈

良原

民営バス

富士吉田駅～甲府駅【南口】
富士吉田駅～河口湖駅～十郎橋～石和温泉駅入口～山梨学院大学前～

甲府市役所～甲府駅【南口】

富士吉田駅～甲府駅【北口】
富士吉田駅～河口湖駅～河口湖大橋～上黒駒バイパス～石和温泉駅入

口～甲府北バイパス～甲府駅【北口】

甲府駅～内野(忍野村)
甲府駅～山梨学院大学～石和温泉駅入口～県立博物館～下黒駒～河口

湖駅～富士吉田駅～内野

甲府駅～下黒駒
甲府駅～山梨学院大学～石和温泉駅～県立博物館～桃源郷公園～下

黒駒

敷島営業所～御所循環～敷島営業

所

敷島営業所～甲府駅～石和温泉駅入口～御所～中道～伊勢町～甲府駅

～敷島営業所

甲府駅～石和・中道～敷島営業所 甲府駅～伊勢町～中道～御所～石和温泉駅入口～甲府駅～敷島営業所

敷島営業所～玉諸～車検場 敷島営業所～甲府駅～甲府市総合市民会館～玉諸～車検場

甲府駅～玉諸～車検場 甲府駅～甲府市総合市民会館～玉諸～車検場

勝沼～田中～甲府駅 勝沼～田中～石和温泉駅入口～甲府駅

（平成22年４月１日現在）

敷島営業所～石和・中道～敷島営

業所

敷島営業所～甲府駅～伊勢町～中道～御所～石和温泉駅入口～甲府駅

～敷島営業所

敷島営業所～山梨英和大学～石和

温泉駅
敷島営業所～甲府駅～山梨学院大学～山梨英和大学～石和温泉駅

甲府駅～山梨英和大学～石和温泉

駅
甲府駅～山梨学院大学～山梨英和大学～石和温泉駅

敷島営業所～甲府駅北口～県立博

物館
敷島営業所～甲府駅北口～かいてらす前～山梨英和大学～県立博物館

　
市
内
を
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
に
は
、

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
市
が
事
業
者
な
ど
に
委
託
し
て
運
行

す
る
「
市
営
バ
ス
」

②
関
係
市
が
共
同
で
事
業
者
に
委
託
し

て
運
行
す
る
「
自
主
運
営
バ
ス
」

③
民
間
の
事
業
者
が
独
自
に
運
行
す
る
「
民

営
バ
ス
」

　
次
ペ
ー
ジ
の
市
内
を
運
行
し
て
い
る

路
線
バ
ス
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
は
、
市
営
、

民
営
を
問
わ
ず
大
変
厳
し
い
経
営
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
実
施
し
た
公
共
交
通
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
外
出
す
る

際
の
交
通
手
段
は
、
「
自
動
車
」
が
84
・

０
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
自
分
で
運
転

す
る
場
合
、
家
族
な
ど
の
送
迎
を
受
け

る
場
合
を
含
め
て
、
自
動
車
へ
の
依
存

度
が
高
い
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
バ
ス
は
必
要
」
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
一
方
で
、
「
経
費
を
削
減
す
べ

き
」
「
バ
ス
は
不
要
、
廃
止
す
べ
き
」
と

い
う
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
や
自
動
車
運
転
免

許
を
持
た
な
い
方
な
ど
に
と
っ
て
は
、

路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通

の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
市
営
バ
ス
を
日
常
の
交
通
手
段
と
し

て
維
持
す
る
た
め
に
は
、
効
率
的
な
運

行
体
系
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
の
小
型
化
、
利
用
者
の
需
要
に
応

じ
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

等
が
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
市
営
バ
ス
の
路
線
図
や
時
刻
表
を
は

じ
め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
、

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
な
ど
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
市
役
所
の
窓
口
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
必
要
で
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

市営「芦川バス」は芦川町鶯宿から
石和温泉駅間を運行▼問合せ先　　経営企画課　経営政策担当　☎�055（262）4111

マニフェスト概要を説明する荻野市長

マニフェストに掲げた48の施策について検証

　
市
で
は
、
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
都
市
」
実

現
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

を
基
本
に
、
行
政
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
中
で
21
年
度
は
48
の
事

業
に
つ
い
て
、
事
業
ご
と
に
目
標
数
値

を
掲
げ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
、
お

約
束
し
ま
し
た
。

　
検
証
に
関
し
て
の
報
告
会
を
、
５
月

14
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い

文
化
館
で
開
催
し
、
行
政
委
員
や
団
体

代
表
者
、
市
議
会
議
員
、
市
職
員
な
ど

参
加
者
の
前
で
、
荻
野
市
長
と
各
部
長

が
説
明
し
ま
し
た
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証
は
、
各
事
業

に
つ
い
て
の
目
標
数
値
や
工
程
、
費
用

に
対
す
る
結
果
に
併
せ
今
後
の
方
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
検
証
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

☎
0
5
5（
2
6
２
）４
１
１
１



▼問合せ先　税務課　資産税担当　☎�055（262）4111

都市計画税課税標準額×100分の0.2（税率）＝�税�額

■�税　額
　毎年１月１日時点で土地・家屋を所有している方に課税され、固定資産税と合

わせて納めていただきます。

　税額の計算は次のとおりです。

　

　都市計画税の課税標準額は、固定資産税の課税標準額と基本的には同じですが、

住宅用地に対する課税の特例の割合が異なります。

（小規模住宅用地は評価額の３分の１、一般住宅用地は評価額の３分の２）

■�都市計画税とは・・・
　地方税法により都市計画区域内の土地・家屋に市町

村が課すことができる税金です。都市計画事業や土地

区画整理事業などに要する費用に充てるための目的税で、

道路・公園・下水道の整備などに使われます。

■�課税される区域
　区域は、市内の都市計画区域内になります。都市計

画区域に指定されていない芦川町全域、御坂町の一部（十

郎地域より東部）等は課税対象となりません。また、

課税対象は土地（宅地及び雑種地を対象とし、農地、

山林、原野は除きます）と家屋です。

件　数

2 7

差押財産

給　与

91不動産

8自動車

25 3預貯金

50生命保険

17その他

44 6計

　納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、

税額に次の割合を乗じて計算した延滞金がかかります。

・納期限の翌日から１カ月を経過する日まで�→�年　７.３％（平成22年１月１日以降は4.3％）

・１カ月を経過した日以降　　　　　　　　�→�年１４.６％

自動車の差押え例（タイヤロックによる運行禁止措置）

　
県
で
は
、
県
内
に
お
け
る
都
市
計
画

区
域
の
今
後
の
都
市
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
す
た
め
、
各
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
県
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明
会

及
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
笛
吹
市
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
８
月
17
日
（
火
）

　
午
後
７
時
30
分
か
ら

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
「
山
梨
県
に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
区
域
再
編
・
名
称
変
更
に

つ
い
て

○
意
見
交
換

※
参
加
自
由
・
事
前
申
込
不
要

▼
問
合
せ
先

県
土
整
備
部

都
市
計
画
課
　
計
画
担
当

☎
0
5
5
（
2
２
３
）
１
７
１
６

　
現
在
の
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
市
民
生
活
に
も
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
市

に
お
い
て
は
、
水
道
料
金
や
下
水
道
料

金
の
統
一
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
の
改
定
に
伴
い
、
当
面
こ
れ
以

上
の
市
民
の
負
担
増
は
避
け
る
べ
き
と

の
判
断
か
ら
、
平
成
22
年
３
月
に
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
２
年
間
（
平
成

22
年
度
・
平
成
23
年
度
）
は
課
税
を
控

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
石
和
町
地

区
に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
）

　災害や病気などの事情により納税が困難な場合には、申請により徴収の猶予が認められる場合があり

ます。この制度は、ご本人の生活状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査の結果要件に該

当した場合に適用されます。

　納期限内の納税が困難な方は、納税相談をご利用ください。

　ほとんどの市民の方は、市税を納期限内に自主的に納めていただいています。再三の催告にも納付に

応じない滞納者に対しては、税負担の公平性を確保するため、強制的に給与、不動産、自動車、預貯金、

生命保険等の財産の差押えを執行し、その財産をインターネット公売などにより換価し、滞納税額に充

てます。

　また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等を強制的に捜索して、発見した財産を差押え、搬出し、

公売することも行います。

▼問合せ先　収税課　収納担当　☎�055（262）4111



▼問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

山内先生からは、
これからも
いろいろ
学びたいわね～

身近に活躍して
いる人がたくさん
いるんだね～

笛ちゃん 吹ちゃん

このコーナーでは、男女共同参画推進委員会の
広報委員が、個性と能力を発揮し、自分らしく
輝いている人にスポットをあて紹介します。

　今回は、県や県内市町村の男女共同参画条例やプラン策定のための指導を数多くされている石和町

にお住まいの山梨学院大学法学部教授の山内幸雄先生をご紹介します。

Ｑ：男女共同参画に関わったきっかけは?

Ａ：私自身の、家庭環境も影響していると思いますが、

出発点は、県の女性職員たちの真剣さや挑戦してい

こうとする姿勢に心動かされたのだと思います。

直接、関心を持つようになったのは、「やまなし女

性プラン推進懇話会」の労働部会長となり、男女差

別に実際に接したときです。

同会の座長になったとき、女性たちの協力を得ながら、

たくさんの不平等や不合理の事例を掘り起こしました。

それらは日常の慣行の中で繰り返されていました。

労働部会でのそれに立ち向かう様々な女性の能力や

パワーに感動しました。

Ｑ：ご家庭では、どのような男女共同参画を実践されていますか?

Ａ：二人の子の出産の時には、分娩室に入りラマーズ法を実践しましたし、子育て、授業参観、地

域の組長の仕事などは、妻と共同で関わってきました。一番の得意技は食器洗いです。

ただ、こうした分野での男性の参画は、周囲の偏見も根強く、意外と難しい面もありますね。

Ｑ：県内市町村の条例制定後の推進状況についてどのようにお考えですか?

Ａ：条例を行政主導で作った市町村と市民参画型で作った市町村の２つのタイプがあると思います。

１つめは行政主導で作った市町村で、男女共同参画に対する具体的な問題設定がされていない

ため、推進する側がどのように生かしていったらいいのかわからず充分機能していないという

タイプです。

２つめは市民参画型で条例を作った市町村で、実際の推進を条例に逐一照らし合わせて検証す

るシステム（例えばグループで検証するなど）が盛り込まれていないため、充分機能でききれ

ていないタイプです。２つのタイプから、市民参加型で具体的な問題設定を行い、検証システ

ムまでを盛り込んだ条例が、推進のためには望ましいと思います。

Ｑ：笛吹市の男女共同参画推進について、どのように感じでいますか?

Ａ：笛吹市にはエネルギッシュな人が多く、ベースがあるので条例制定後が楽しみです。

良い成果を出すためには、一人ひとりがもっと学び、どんどん議論をすることが大切です。

地域や職場、特に職場では、不景気の中で差別化が進んでおり、そこへどう切り込むかの視点

から学習し行動につなげていくことが必要になります。

　山内先生、どうもありがとうございました。まだまだたくさん伺いましたが、全部お伝えで

きないのが残念です。先生のご活躍を期待しています。

山梨学院大学法学部教授　山内幸雄先生

H22.8.31

H22.8.2第 1 期

H22.9.30

第２期

H22.11.1

第３期

H22.11.30

第４期

H22.12.28

第５期

H23.1.31

第６期

H23.2.28

第７期

第８期

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一人当たり医療給付費

18,500

18,000

17,500

17,000

16,500

16,000

H20.3
16,604

H21.3
17,027

H22.3
18,310

�

　　
７
月
中
旬
に
平
成

22

年
度
国
保
税
の

普
通
徴
収
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
納
期
は
、
７
月
末
か
ら
翌
年
２
月
末

ま
で
の
毎
月
納
付
で
す
。
１
年
分
の
国

保
税
を
８
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

　
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
納
期
に
関
係

な
く
年
金
支
給
か
ら
の
天
引
き
と
な
り

ま
す
。

　
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成
22
年
度
納
期

※
口
座
振
替
日
は
納
期
と
同
じ
日
で
す
が
、

第
６
期
は

12
月

27
日
で
す
。

●
納
付
方
法

①
口
座
振
替

納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
課
・
各
支
所
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
市
内
金
融
機

関
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
納
付
書

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
納
め
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
裏
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
納
期
を
過
ぎ
る
と
…

督
促
状
が
発
送
さ
れ
、
延
滞
金
が
か

か
り
ま
す
。
少
し
で
も
、
納
期
を
過

ぎ
て
納
め
ら
れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
、

日
曜
日
も
含
め
て
徴
収
員
が
訪
問
し

て
い
ま
す
。
徴
収
員
は
身
分
証
明
書

を
持
参
し
て
い
る
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期
限

の
短
い
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
減
免
や
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す

　
次
の
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場
合
、

減
免
や
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
住
宅
災
害

②
農
作
物
被
害

③
疾
病
に
よ
る
失
業

④
旧
被
扶
養
者
（
後
期
高
齢
者
制
度
創

設
に
よ
る
措
置
）

⑤
非
自
発
的
失
業
者
（
新
設
）

※
申
請
に
は
必
要
な
書
類
や
条
件
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

保
険
税
の
決
定
や
減
免
、
高
額
療
養

費
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
世
帯
の

所
得
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申

告
を
し
て
い
な
い
方
が
い
る
と
、
適

正
な
保
険
税
が
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成

22

年
３
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
１
万
８
３
１
０
円
で
し
た
。

平
成

21

年
３
月
と
比
較
し
て
、
１
２
８

３
円
（
＋
７
・
５
％
）
も
上
が
り
ま
し
た
。

医
療
費
の
増
加
は
、
国
保
税
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
医
療

費
の
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
安
定

し
た
国
保
運
営
の
た
め
に
も
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
健

康
保
険
は
と
て
も
大
切
な
仕
組
み
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、
加
入
者
の

皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
で

支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
国
保
を
安
定

し
て
維
持
す
る
た
め
に
も
、
手
続
き
を

確
実
に
行
い
、
国
保
税
の
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１



一宮町南野呂の「やく地蔵さん」 一宮町末木の「みそなめ地蔵」

八代町竹居の「梅の木石幢」

六地蔵石幢の各部の名称

　
今
回
は
「
六
地
蔵
石
幢
（
ろ
く
じ
ぞ
う

せ
き
ど
う
）
」
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
お

地
蔵
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
人
は
死
ぬ
と
、
生
き
て
い
る
間
に
犯
し

た
罪
に
よ
っ
て
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生

道
・
修
羅
道
・
人
道
・
天
道
の
六
つ
の
世

界
の
い
ず
れ
か
に
い
き
ま
す
。
お
地
蔵
さ

ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
違
っ
た
姿
で
現

れ
人
々
を
救
っ
て
く
れ
る
の
で
「
六
地
蔵
」

と
い
わ
れ
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
六
地
蔵
石
幢
は
石
塔
の
一
種
で
、
図
の

よ
う
に
下
か
ら
基
礎（
礎
石
・
礎
盤
）・
竿
・

中
台
（
ち
ゅ
う
だ
い
）
・
龕
（
が
ん
）
・
笠
・

宝
珠
（
ほ
う
し
ゅ
）
と
い
う
順
に
積
み
上
げ

て
い
ま
す
。
中
台
・
龕
・
笠
は
い
ず
れ
も

平
面
六
角
形
で
、
六
角
形
の
お
堂
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
笠
の
屋
根
は

軒
が
大
き
く
反
り
、
軒
裏
に
は
隅
木
や
垂

木
と
い
っ
た
天
井
を
作
っ
て
い
る
木
材
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
龕
（
仏
像
を
納
め
る

厨
子
と
い
う
意
味
）
は
六
本
柱
で
六
面
に

窓
を
持
つ
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
龕
の
内

部
に
は
六
角
形
の
石
柱
の
各
面
に
お
地
蔵

さ
ん
を
浮
き
彫
り
に
し
た
幢
身（
ど
う
し
ん
）

が
納
め
ら
れ
て
い
て
、
龕
の
六
面
の
窓
か

ら
拝
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
六
地
蔵
石
幢
は
、
山
梨
県
の
国
中
地
方

を
中
心
に
見
つ
か
っ
て
お
り
、
山
梨
独
自

の
石
造
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
造
ら
れ

た
の
は
室
町
時
代
の
応
永
年
間
（
１
３
９

４
〜
１
４
２
８
）
か
ら
大
永
年
間
（
１
５
２

１
〜
２
８
）頃
の
約
１
０
０
年
間
が
中
心
で
、

こ
の
間
の
六
地
蔵
石
幢
が
県
内
で
は
２
３

０
基
以
上
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の
中
ご
ろ
に
な
っ
て
再
び
六
地
蔵
石
幢

が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
屋
根

の
反
り
が
無
い
な
ど
室
町
時
代
の
も
の
と

は
形
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
も
室
町
時
代
の
六
地
蔵
石
幢
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
大
部
分
は
壊
れ
、

江
戸
時
代
以
降
に
修
復
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

竿
だ
け
あ
る
い
は
幢
身
だ
け
に
な
っ
て
も

信
仰
の
対
象
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
八
代
町
竹
居
に
あ
る
六
地
蔵
石
幢
（
梅

の
木
石
幢
）
は
、
龕
よ
り
上
を
失
っ
て
い

ま
す
が
、
高
さ
１
７
９
セ
ン
チ
の
と
て
も

大
き
な
も
の
で
す
。

　
一
宮
町
末
木
に
あ
る
「
み
そ
な
め
地
蔵

さ
ん
」
は
幢
身
だ
け
が
残
っ
た
も
の
で
、

新
し
く
造
ら
れ
た
六
地
蔵
と
一
緒
に
お
堂

に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
宮
町
南
野
呂
に
あ
る
六
地
蔵
石
幢
は
、

宝
珠
と
笠
・
龕
・
中
台
が
修
復
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
元
で
は
こ
の
石
幢
を
「
や
く

地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ん
で
今
で
も
お
祭
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
を
拝
む
と

よ
い
学
校
に
入
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
地
蔵
石
幢
は
数
多
く
造
ら
れ
た
の
で

は
な
く
、
当
時
の
主
な
集
落
ご
と
に
一
基

ず
つ
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
基
が
集
落
の
人
々
を
守
る
も
の
と

し
て
現
代
ま
で
大
切
に
信
仰
さ
れ
て
き
て

い
る
の
で
す
。

ど
ん
な
昆
虫
が
い
る
か
な

　
公
園
や
金
川
の
河
原
に
は
、
ど
ん
な

昆
虫
が
い
る
か
な
。
み
ん
な
で
探
し
て

観
察
し
ま
す
。

▼
日
時

　
7
月
31
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
ス
ラ
イ
ド
で
昆
虫
学

習
会

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
3
0
0
円

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
（
虫
め
が
ね
が
あ

れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
講
師
　
瀬
田
　
実
氏
（
山
梨
動
物
生
態

研
究
会
会
長
）

▼
申
込
受
付
　
7
月
1
日
（
木
）
か
ら

押
し
花
体
験
教
室

　
押
し
花
の
作
り
方
を
学
び
、
用
意
し

た
押
し
花
を
使
っ
て
作
品
作
り
を
楽
し

み
ま
す
。

▼
日
時

　
8
月
6
日
（
金
）

�
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
8
0
0
円

▼
講
師
荻
原
　
道
子
氏
（
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
　

な
で
し
こ
の
会
会
長
）

▼
申
込
受
付
　
7
月
6
日
（
火
）
か
ら

森
の
清
流
祭
り

　
森
の
せ
せ
ら
ぎ
に
放
流
し
た
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
捕
り
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時

　
8
月
7
日
（
土
）

�
受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
8
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
対
象
　
3
歳
児
〜
中
学
生

▼
定
員
　
1
8
0
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
円

▼
服
装
・
持
ち
物

濡
れ
て
も
良
い
服
装
・
川
に
入
れ
る

運
動
靴
な
ど
・
軍
手
・
着
替
え
・
魚

を
入
れ
る
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

▼
申
込
受
付
　
7
月
7
日
（
水
）
か
ら

水
辺
の
生
き
物
観
察
会

　
公
園
の
池
や
金
川
の
水
辺
に
は
、
ど

ん
な
生
き
物
が
す
ん
で
い
る
の
か
観
察

し
ま
す
。

▼
日
時

　
8
月
21
日
（
土
）

�
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物

濡
れ
て
も
良
い
服
装
・
川
に
入
れ
る

運
動
靴
な
ど
・
帽
子
・
手
ぬ
ぐ
い
・
網
・

入
れ
物
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
）
・

飲
み
物

▼
講
師
窪
田
　
茂
氏
（
や
ま
な
し
淡
水
生
物
研

究
会
会
長
）

▼
申
込
受
付
　
7
月
21
日
（
水
）
か
ら

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
7
月
17
日
（
土
）
か
ら
8
月
30
日
（
月
）

ま
で
山
梨
県
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る

夏
期
企
画
展
「
近
く
て
懐
か
し
い
昭
和
展
」

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
テ
レ
ビ
「
開
運
！

な
ん
で
も
鑑
定
団
」
で
お
な
じ
み
の
�

北
原
照
久
氏
を
お
招
き
し
、
昭
和
と
お

も
ち
ゃ
に
ち
な
ん
だ
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
1
日
（
日
）

　
午
後
2
時
〜
4
時
ま
で

▼
場
所
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
山
梨
県
立
博
物
館
の
隣
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
問
合
せ
先

山
梨
県
立
博
物
館

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1



　　
ほ
か
の
学
校
や
違
う
学
年
の
お
友
達

と
1
日
楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
8
月
10
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
1
階
集
会
室

▼
囲
碁
ル
ー
ル

19
路
盤
を
使
用
し
、
互
先
で
黒
の
６

目
半
コ
ミ
出
し

▼
定
員
　
囲
碁
・
将
棋
各
40
名

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
料

　
無
料

▼
持
ち
物

　
弁
当
・
水
筒

▼
申
込
・
問
合
せ
先

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

▼
対
象

　
市
内
在
住
者
（
行
政
区
・
事
業
所
単
位
）

▼
日
程

　
8
月
8
日
（
日
）
・
15
日
（
日
）

▼
参
加
費

　
5
0
0
0
円

▼
申
込
締
切

　
7
月
21
日
（
水
）

▼
代
表
者
会
議

7
月
28
日
（
水
）
午
後
7
時
30
分
か
ら

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
1
階
会
議
室

▼
申
込
・
問
合
せ
先

ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
業
務
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
業
務
内
容
と
し
て
は
、
国
が
行
う
各

種
指
定
統
計
調
査
（
工
業
統
計
、
産
業

統
計
な
ど
）
に
つ
い
て
、
個
人
や
事
業

所
な
ど
に
調
査
依
頼
や
調
査
票
の
回
収

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
員
候
補
者
と
し
て
登
録
し
た
方
に
、

必
要
に
応
じ
て
市
か
ら
業
務
を
依
頼
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
資
格

○
20
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
方

○
調
査
上
の
秘
密
を
守
れ
る
方

○
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
な

い
方

▼
報
酬

　
基
準
に
基
づ
い
て
支
払
い
ま
す
。

▼
調
査
時
期

調
査
に
よ
っ
て
実
施
時
期
が
異
な
り

ま
す
。

※
調
査
毎
に
調
査
地
域
、
調
査
員
数
な

ど
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

真剣な表情で将棋をさす参加者

▼
募
集
す
る
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職
（
若
干
名
）

保
育
士
　
（
１
名
程
度
）

保
健
師
　
（
１
名
程
度
）

▼
受
験
資
格

○
一
般
行
政
職
Ⅰ

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人

○
一
般
行
政
職
Ⅱ

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
一
般
行
政
職
Ⅰ
の
要
件
に
該
当
し

な
い
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人
及
び
同
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人

○
一
般
行
政
職
Ⅲ
（
自
己
ア
ピ
ー
ル
）

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
、
研
究
学
術
、

社
会
国
際
貢
献
な
ど
の
分
野
に
お
い

て
大
き
な
実
績
、
成
果
を
収
め
、
こ

れ
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
培
わ
れ
た

意
欲
や
能
力
を
市
政
で
発
揮
で
き
る

人
で
、
一
般
行
政
職
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の

受
験
資
格
に
該
当
す
る
人

○
保
育
士

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
育
士
資
格
を
有
し
保
育

士
登
録
済
み
の
人
、
ま
た
は
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
に
そ
の
資
格
を
取

得
し
登
録
見
込
み
の
人

○
保
健
師

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

そ
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
人

※
他
に
条
件
や
欠
格
事
項
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
７
月
26
日
か
ら
配
布
す

る
試
験
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
試
験

○
職
種

　
一
般
行
政
職
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

○
受
験
資
格
（
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
人

○
年
齢
要
件

・
上
記
一
般
行
政
職
Ⅰ
の
受
験
の
場
合
、

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

・
上
記
一
般
行
政
職
Ⅱ
の
受
験
の
場
合
、

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

▼
受
験
手
続
き

○
試
験
案
内
配
布
期
間

　
７
月
26
日
（
月
）
〜
８
月
18
日
（
水
）

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
８
月
２
日
（
月
）
〜
18
日
（
水
）

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

○
試
験
案
内
配
布
・
申
込
受
付
場
所

　
総
務
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

詳
し
く
は
、
７
月
26
日
以
降
に
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
一
次
試
験
日

　
９
月
19
日
（
日
）

▼
二
次
試
験
日

　
10
月
中
下
旬
の
予
定

（
一
次
試
験
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
問
合
せ
先

総
務
課
�
人
事
給
与
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

笛吹市のために力を合わせませんか



　　
警
備
関
連
業
務
へ
の
就
業
を
目
指
し
、

法
律
な
ど
の
講
義
や
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
8
月
25
日（
水
）〜
9
月
3
日（
金
）の
土
、

日
、
月
を
除
く
5
日
間

▼
場
所

　
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

60
歳
代
前
半
を
中
心
と
す
る
働
く
意

欲
の
あ
る
方

▼
受
講
料

　
無
料

▼
申
込
締
切

　
8
月
16
日
（
月
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

（
社
）
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
8
3
8
3

ア
ク
セ
ス
2
0
0
7（
基
礎
＆
応
用
）

▼
日
程
（
12
日
間
）

《
基
礎
》
9
月
24
日
（
金
）・
27
日
（
月
）・

28
日
（
火
）・
30
日
（
木
）・
10
月
1
日
（
金
）・

4
日
（
月
）

《
応
用
》
10
月
5
日
（
火
）・
7
日
（
木
）・

8
日
（
金
）・
12
日
（
火
）・
14
日
（
木
）・
15

日
（
金
）

※
「
基
礎
」
と
「
応
用
」
の
セ
ッ
ト
で
の
受

講
が
必
須

▼
時
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
人

▼
受
講
料
　
4
2
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）

3
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
機
械
設
計

の
基
礎

▼
日
程
（
2
日
間
）

　
9
月
29
日
（
水
）・
30
日
（
木
）

▼
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
定
員
　
10
人

▼
受
講
料
　
3
3
0
0
円

▼
場
所
　

　
と
も
に
産
業
技
術
短
期
大
学
校

▼
申
込
受
付
期
間

○
ア
ク
セ
ス

　
7
月
26
日
（
月
）
〜
9
月
10
日
（
金
）

○
3
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

　
7
月
29
日
（
木
）
〜
9
月
15
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に
な
り

ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

長
寿
医
療
制
度
の
平
成
22
年
度

保
険
料
額
が
確
定
し
ま
す

○
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ

て
い
る
方

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
7
月
中

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

確
定
し
た
年
間
保
険
料
額
（
仮
徴
収

分
が
4
・
6
・
8
月
の
年
金
か
ら
引

か
れ
た
方
は
、
そ
の
分
を
差
し
引
い

た
額
）
を
、
10
・
12
・
2
月
支
給
の

年
金
か
ら
3
回
に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
口
座
振
替
も
選
べ
ま
す

お
支
払
い
は
口
座
振
替
を
選
ぶ
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
そ
の
支

払
い
分
は
口
座
名
義
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

世
帯
全
体
の
所
得
税
額
や
住
民
税
額

が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
国
民

健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
の
届
出
先
は
、

金
融
機
関
窓
口
で
す
）

※
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な

ど
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変
更
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
持
ち
物

①
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

③
長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証

○
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
納
付
）
の
方

保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
入
通
知

書
を
7
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

金
融
機
関
な
ど
で
納
付
書
を
使
っ
て

納
め
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
、
口

座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
に
な
り

ま
す
。
口
座
振
替
ご
希
望
の
方
は
、

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
、

市
内
の
金
融
機
関
に
備
え
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
す
で
に
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
さ
れ
て
い
る
方
も
、
改
め
て
長
寿

医
療
制
度
の
口
座
振
替
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

第1期�　　７月

第2期�　　８月

第3期�　　９月

第4期�　１０月

第5期�　１１月

第6期�　１２月

第7期�　　１月

第8期�　　２月

納入月（納期は納
付書で確認を）

保
険
料
軽
減
措
置
に
つ
い
て

○
所
得
の
低
い
世
帯
の
方

被
保
険
者
本
人
と
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
を
合
計
し
た
額
が
、
次
の
表
に

示
す
基
準
以
下
の
方
に
対
し
て
、
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

所
得
の
算
定
で
収
入
が
公
的
年
金
で

あ
る
場
合
は
、
当
該
年
金
収
入
か
ら

公
的
年
金
控
除
と
高
齢
者
特
別
控
除

額
（
15
万
円
）
を
控
除
し
た
額
が
軽

減
判
定
用
所
得
と
な
り
ま
す
。

○
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

直
前
に
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
保
険
料
の
均

等
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

特
別
措
置
と
し
て
、
平
成
23
年
3
月

ま
で
は
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。
（
所
得
割
額
は
賦
課
さ
れ
ま
せ

ん
）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て

○
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
、
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

8
月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
対
象
と

な
る
方
（
今
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
）
に
は
、
新
し
い
認
定
証

を
7
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
古
い
認
定
証
は
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

○
新
規
交
付
を
ご
希
望
の
方
へ

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院
し

た
時
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
よ
る
区

分
が
あ
る
た
め
、
世
帯
の
限
度
額
に

応
じ
た
認
定
証
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　
住
民
税
非
課
税
の
世
帯

▼
申
請
時
の
持
ち
物

　
長
寿
医
療
保
険
証
と
印
か
ん

▼
申
請
場
所

　
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所

▼
認
定
証
の
有
効
期
限

有
効
期
限
は
、
申
請
し
た
月
の
初
日
（
申

請
し
た
月
に
長
寿
医
療
制
度
に
加
入

し
た
方
は
そ
の
日
）
か
ら
次
の
7
月

31
日
ま
で
で
す
。
毎
年
8
月
1
日
が

認
定
証
の
年
度
更
新
日
で
す
。

保
険
証
の
切
り
替
え
を
行
い
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
長
寿
医
療
制
度
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月
31
日
ま
で

で
す
。
8
月
1
日
以
降
使
っ
て
い
た
だ

く
新
し
い
保
険
証
を
、
７
月
下
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。
負
担
割
合
の
変
更
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
（
負
担
割
合
は
今
年
度
の
住
民
税

課
税
標
準
所
得
で
判
定
）
な
お
、
古
い

保
険
証
は
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
場

合
は
、
短
期
証
に
切
り
替
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
長
寿
医
療
制
度
保
険
料
の
特
別
徴
収

を
4
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険

料
は
基
本
的
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満
の
方

や
介
護
保
険
料
と
長
寿
医
療
保
険
料
の

合
算
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
以

上
に
な
っ
て
し
ま
う
方
お
よ
び
口
座
振

替
を
希
望
す
る
方
な
ど
は
、
普
通
徴
収
（
納

付
書
で
納
付
）
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

支
え
る
大
事
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
納
付
状
況

が
不
明
な
場
合
や
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

世帯の総所得金額等
（世帯主と被保険者により
判定）

「基礎控除額(33万円)」を
超えない世帯

「基礎控除額(33万円)を超
えない世帯で、被保険者全
員が年金収入80万円以下
(その他各種所得がない)」
の世帯

「基礎控除額(33万円)＋
24.5万円×世帯の被保険
者数(被保険者である世帯
主を除く)」を超えない世
帯

「基礎控除額(33万円)＋35
万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯

※平成21年度と同様に平成22年度も均等割額の8.5割軽減が適用されます。

軽減割合

9割
軽減

※8.5割軽減

5割
軽減

2割
軽減

軽減後
均等割合額

30,960円

3,870円

5,500円

19,350円



第１段階

27,150
円／年額

第２段階

27,150
円／年額

第３段階

40,720
円／年額

（特例）
第４段階

47,240
円／年額

第４段階

54,300
円／年額

第５段階

60,810
円／年額

第６段階

67,870
円／年額

第７段階

81,450
円／年額

第８段階

95,020
円／年額

生活保護を受給していますか。

同じ世帯のどなたかに市民税が課税さ
れていますか。

前年の課税年金
収入額＋合計所
得金額は80万円
以下ですか。

前年の課税年金収
入額＋合計所得金
額は80万円以下で
すか。

前年の合計所得金額は次のどの金

額となりますか。

①�125万円未満

②�125万円以上200万円未満

③�200万円以上400万円未満

④�400万円以上

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

④① ② ③

市民税が課税されていますか。

老齢福祉年金を受給して

いますか。

はい いいえ

平成22年度　基準額（月額）　4,525円

段階

第８
段階

第１
段階

第２
段階

第３
段階

第５
段階

第６
段階

第７
段階

第４
段階

対象となる方の基準

生活保護の受給者、又は老齢福祉年金受給者で、世
帯全員が市民税非課税の方

世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の「課税年
金収入額＋合計所得金額」が80万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で第２段階に該当しない方

世帯のどなたかに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、上記を除いた方

本人が市民税課税で前年の合計所得が125万円未満
の方

本人が市民税課税で前年の合計所得が125万円以上
200万円未満の方

本人が市民税課税で前年の合計所得が200万円以上
400万円未満の方

本人が市民税課税で前年の合計所得が400万円以上
の方

特
例

世帯のどなたかに市民税が課税されているが、
本人は市民税非課税で、本人の前年の「課税年
金収入額＋合計所得金額」が80万円以下の方

基準額に掛ける
保険料率

0.50％

0.50％

0.75％

0.87％

1.00％

1.12％

1.25％

1.50％

1.75％

保険料（単位：円）

年額月額

2,263

2,263

3,394

3,937

4,525

5,068

5,656

6,788

7,919

27,150

27,150

40,720

47,240

54,300

60,810

67,870

81,450

95,020

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
笛

吹
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
、
み
な
さ
ん
本
人

の
収
入
・
所
得
や
世
帯
の
住
民
税
課
税

状
況
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
22
年
度
の
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
、
確
定
し
た
年
間
保
険
料
額

を
記
載
し
た
納
入
通
知
書
を
7
月
下
旬

に
送
付
の
予
定
で
す
。

※合計所得金額とは　収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）を控除した

金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。

※保険料の年額に10円未満の端数がある場合には、切り捨て処理を行います。

▼
納
付
に
つ
い
て

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
始
め
る
の
は
、
65
歳
に
な
っ
た

月
（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
あ
る
月
）

の
分
か
ら
で
す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
の

種
類
・
受
給
額
に
よ
っ
て
法
律
で
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
納
め
方
を
個
人
で

選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
特
別
徴
収

老
齢
（
退
職
）
年
金
・
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
を
、
年
額
18
万
円
以
上
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中

で
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
他
の
市
区

町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合
、
所
得
段

階
に
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
一

時
的
に
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

②
普
通
徴
収

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、

送
付
さ
れ
た
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
等
で
個
別
に
納
付
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
（
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ

た
方
は
、
各
納
期
限
日
に
口
座
か
ら

の
振
替
と
な
り
ま
す
）

※
特
別
徴
収
の
方
は
、
正
式
な
年
間
保

険
料
額
が
確
定
す
る
ま
で
（
4
月
・

6
月
）
は
、
前
年
度
の
2
月
と
同
額
、

ま
た
は
4
月
・
6
月
に
特
別
徴
収
が

開
始
さ
れ
た
方
は
特
別
徴
収
仮
徴
収

額
通
知
書
の
金
額
を
仮
に
徴
収
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し
、

正
式
な
年
間
保
険
料
額
を
算
定
し
た

あ
と
の
8
月
の
特
別
徴
収
の
際
に
、

仮
に
徴
収
し
た
金
額
が
少
な
す
ぎ
る

方
は
8
月
分
の
特
別
徴
収
額
を
増
額

し
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
逆

に
仮
に
徴
収
し
た
金
額
が
多
す
ぎ
る

方
は
8
月
分
の
特
別
徴
収
額
を
減
額

し
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
調
整
が
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

10
月
以
降
の
金
額
が
、
次
の
と
お
り

ほ
ぼ
均
等
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
の
あ
る
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
7
月
14
日
（
水
）
〜
17
日
（
土
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
県
立
ろ
う
学
校
幼
児
指
導
室

▼
対
象
　
0
歳
児
か
ら

▼
相
談
内
容

○
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
の
相
談

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）
な
ど

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
7
月
9
日
（
金
）
午
後
5
時

※
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時
受

け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
相
談
期
間

中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入
学
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先
　
県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ

え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

　
℻
0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9

　
電
子
メ
ー
ル

s
o
d
a
n
@
ro
g
a
k
o
.k
a
i.e
d
.jp

　
お
子
さ
ま
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら

目
に
障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、

視
覚
に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
指

導
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
こ
れ
は
、
県
立
盲
学
校
へ
の
入
学
相

談
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
・
場
所

○
7
月
10
日
（
土
）
、
11
日
（
日
）
、

　
8
月
28
日
（
土
）

　
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
2
│

10
│

2
）

○
8
月
29
日
（
日
）

　
県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校

　
文
化
交
流
館

　
（
韮
崎
市
旭
町
上
條
南
割
3
2
5
1
│

1
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

▼
相
談
料
　
無
料

▼
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

（
受
付�

平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
）

▼
問
合
せ
先

県
立
盲
学
校
　
E
y
e
愛
ひ
と
み
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
1

　
℻
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
2

【例】：保険料段階が第７段階（年額81,450円）
で、４・６月に各8,400円を特別徴収されて
いた場合(※８月分を増額)

　４月

　６月

　８月

１０月

１２月

　２月

年　額

8,400円

8,400円

23,900円※

13,750円

13,500円

13,500円

81,450円

※10月以降の１回あ
たりの金額が、年額
の約６分の１になり
ます。



　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
・

健
康
・
福
祉
・
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護

な
ど
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
・
悩

み
ご
と
に
対
応
す
る
窓
口
で
す
。

○
介
護
保
険
の
申
請
や
利
用
に
つ
い
て

の
相
談

○
介
護
方
法
や
介
護
予
防
に
関
す
る
助

言
○
介
護
予
防
教
室
（
「
貯
筋
塾
」
「
か
ま

ど
塾
」
「
か
む
か
む
塾
」
）
の
利
用
支

援
○
福
祉
や
保
健
、
医
療
に
関
す
る
相
談

○
虐
待
に
関
す
る
相
談
や
連
絡

○
悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談

○
金
銭
管
理
や
契
約
に
関
す
る
相
談

○
成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
　
な
ど

　
ど
ん
な
悩
み
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
、

関
係
機
関
を
紹
介
し
た
り
支
援
を
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
や
近
隣
に
住
む
方
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�

（
市
役
所
　
高
齢
福
祉
課
内
）

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
7
（
直
通
）

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2
（
高
齢

　
福
祉
課
）

☆
地
域
の
相
談
窓
口
☆

御
坂
地
区
相
談
窓
口

「
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
御
坂
事

務
所
内
」☎
0
5
5
（
2
6
3
）
0
8
4
8

一
宮
地
区
相
談
窓
口

「
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
一
宮
事

務
所
内
」☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
2
8
8

八
代
地
区
相
談
窓
口

「
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
八
代
事

務
所
内
」☎
0
5
5
（
2
6
5
）
2
2
4
0

境
川
地
区
相
談
窓
口

「
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
境
川
事

務
所
内
」☎
0
5
5
（
2
6
6
）
5
9
1
1

春
日
居
地
区
相
談
窓
口

「
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
春
日
居

事
務
所
内
」

☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
6
6
7

【作り方】
①なすは輪切りにし、水にさらす。
②ピーマン、トマトは乱切りにする。
③なす、ピーマンは160度の油で素揚げにする。
④ちりめんじゃこは、フライパンで炒っておく。
⑤ボウルにみじん切りにした玉ねぎと、Aを合わせてドレッシン
グを作り③・トマト・ちりめんじゃこを和える。

▼問合せ先��健康づくり課��健康企画担当��☎055（261）1901

材料（4人分）
なす�………………�４本
ピーマン�…………�２個
トマト�……………�２個
玉ねぎ�……………�１/２個
ちりめんじゃこ�…�大さじ２

副菜3つ

油�……………�大さじ２
酢�……………�大さじ２
塩�……………�小さじ１/４
こしょう�……�少々

笛吹市の食材

なす��トマト

　女性特有のがん検診における受診促進、がんの早期発見、健康の保持及び増進を図ることを目

的に「女性特有のがん検診推進事業」が全国的に実施されることになりました。

　市においても、子宮頸がん検診及び乳がん検診の無料クーポン券と検診手帳を発行します。ぜひ、

健康管理にお役立てください。

◎�配布対象者：下の表に該当する対象者のうち平成22年４月20日現在市民である女性にお送りし

ます。

子宮頸がん無料検診対象者 乳がん無料検診対象者（視診、触診、マンモグラフィー検査）

◎�受診場所：市で実施する検診会場及び委託医療機関（集団健診、子宮がん・乳がん医療機関検

　�診、国保人間ドック）

◎�無料クーポン券の発送予定時期および有効期限

　�発送予定日：平成22年７月１日

　�有 効 期 限：平成23年１月31日

◎�留意事項

○無料クーポン券がお手元に届くまでの間に、平成22年度４月１日以降市で実施している子宮

頸がん検診、乳がん検診（視診、触診、マンモグラフィー検査）を受診した人は、自己負担

金の払い戻しの申請ができますので、領収書をなくさないように保管をお願いします。詳細

については、対象者にお知らせします。

○無料クーポン券対象者で受診を希望される方は、平成22年４月１日～平成23年１月31日まで

の期間に受診することができます。受診の際には、「無料クー

ポン券」と市発行「検診受診券」を一緒に指定医療機関に提出

し、受診してください。

○無料クーポン券は市で実施する検診のうち、１回のみの利用と

なります。

○職場検診で子宮がん検診、乳がん検診を受診した人は対象にな

りません。

▼問合せ先　健康づくり課　成人保健担当　☎�055(261)1901

年齢

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

　　　　　　　　　生年月日

平成元年（1989）４月２日～平成2年（1990）４月１日

昭和59年（1984）４月２日～昭和60年（1985）４月１日

昭和54年(1979)４月２日～昭和55年(1980)４月１日

昭和49年(1974)４月２日～昭和50年(1975)４月１日

昭和44年(1969)４月２日～昭和45年(1970)４月１日

年齢

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

　　　　　　　　　生年月日

昭和44年（1969）４月２日～昭和45年（1970）４月１日

昭和39年（1964）４月２日～昭和40年（1965）４月１日

昭和34年（1959）４月２日～昭和35年（1960）４月１日

昭和29年（1954）４月２日～昭和30年（1955）４月１日

昭和24年（1949）４月２日～昭和25年（1950）４月１日

平成22年４月１日現在 平成22年４月１日現在



　
請
求
期
限
は

　
　
　
平
成
23
年
3
月
31
日
で
す

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事

変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ

の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
御
本
人
ま
た
は
御
家
族
な
ど
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
　
管
理
室

業
務
担
当

☎
0
3（
5
2
5
3
）
5
1
8
2
（
直
通
）

　市では、母子家庭の福祉を向上させるため、笛吹市母子相談員として25名を委嘱し

ました。

　母子相談員とは、母子家庭・寡婦・父子家庭を対象に身上相談に応じ、自立に必要

な支援と指導をする方々です。悩んでいる事、困っている事などありましたら、お気

軽に声を掛けてください。お住まいの地区担当の相談員がいますので、連絡先等を知

りたい方は、児童課児童家庭担当までお尋ねください。

笛吹市母子相談員（敬称略）

相談員氏名

矢崎　　緑

雨宮美枝子

田中　公子

鎮目　和美

小澤眞由美

風間　春江

内藤　壽子

原　　春江

飯島美知子

代永由未子

津金八千代

小林たつ子

　　　担　�当�　地�　区

一宮町　坪井・竹原田・東原・国分・末木

八代町　北・高家・岡・竹居・奈良原

八代町　南・米倉・永井・増田

境川町　全地区

春日居町　桑戸地区・立川地区

春日居町　宮川地区

芦川町　全地区

御坂町
　花鳥地区・下野原・栗合・

　　　　尾山・蕎麦塚

春日居町
　国府地区・鎮目地区・

　　　　　徳条地区

一宮町
　市之蔵・新巻・塩田・神沢・東新居・狐新

　　　　居・土塚�・石・地蔵堂・千米寺・金沢

一宮町
　田中・下矢作・小城・北都

　　　　塚・本都塚・金田

一宮町
　一ノ宮・中尾・南野呂・北

　　　　野呂・上矢作

▼問合せ先　児童課　児童家庭担当　☎�055(261)1904

相談員氏名

杉原美恵子

田中　春子

鈴木由美子

島村　廣子

廣瀬　寒子

内藤　桂子

永井　公子

湯本　悦子

山田　律子

清水　榮子

志茂登喜子

小澤美智子

根津　良子

　　　担　�当�　地�　区

石和町　川中島

石和町　八田

石和町　市部（東町　仲町　西町）

石和町　窪中島・日の出

石和町　広瀬・四日市場

石和町　上平井・下平井・中川

石和町　駅前・山岸

石和町　山崎・松本

石和町　東高橋・河内・唐柏・今井

御坂町　国衙・成田・二之宮

御坂町　黒駒地区

石和町
　小石和・向田・砂原・井戸・

　　　　東油川・恵比寿

御坂町
　上井之上・下井之上・

　　　　夏目原・金川原・八千蔵

第1回�7月７日（水）
自分発見　～もっと自分を知ってみよう～
講師　穴山�博美�先生

ふれ愛・みとめ愛・かかわり愛　～こころの栄養ストローク～
講師　芹沢�由紀子�先生

あなたもゲームの達人?!　～こころのゲームってなぁに？～
講師　野上　�宏�先生

あなたの人生のシナリオはなぁに？　～なりたい自分になろう～
講師　相吉�千里�先生

ありのままでいいんだよ
講師　苅谷�敬士�先生

第2回�7月21日（水）

第3回�8月18日（水）

第4回�9月２日（木）

第5回�9月24日（金）

　
笛
吹
市
に
は
、
4
つ
の
子
育
て
支
援

施
設
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
つ
ど
い
の
広
場
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
4
つ
の
施
設
を
ま
わ
っ
て
子
育

て
ラ
イ
フ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
4
つ
の
施
設
を

ま
わ
る
と
可
愛
い
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
各
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
る
の

で
新
し
い
居
場
所
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

　
ス
タ
ッ
フ
一
同
　
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
対
象
　
就
学
前
の
親
子
80
組

▼
期
間
7
月
1
日
（
木
）
〜
8
月
31
日
（
火
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
は
、
7
月

５
日（
月
）よ
り
各
施
設
で
配
布
し
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

▼
問
合
せ
先
　

つ
ど
い
の
広
場
　
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

き
っ
ず
い
ち
の
み
や

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

き
っ
ず
み
さ
か

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
8
6
8
8

き
っ
ず
や
つ
し
ろ

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や

つ
し
ろ
」
が
出
張
開
設
を
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
7
月
3
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

　
芦
川
ふ
れ
あ
い
総
合
セ
ン
タ
ー

○
7
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
12
時

　
境
川
総
合
会
館

▼
内
容
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
　
お
も
ち
ゃ
な

ど
を
持
っ
て
来
て
、
会
場
は
「
ミ
ニ

き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
に
な
り
ま
す
。

手
遊
び
、
工
作
な
ど
お
楽
し
み
が
い

っ
ぱ
い
。
申
し
込
み
は
　
必
要
な
い

の
で
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
市
内
在
住
の
未
就
学
児
の
親
子
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参

加
可

▼
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
や
つ

し
ろ

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

■対　象　子育て中の保護者　25名　※定員になり次第締め切りです。　※先着12名まで託児可
■場　所　スコレーセンター２階　資料展示室
■日程・内容

※ＴＡ（Transactional� Analysis）は、アメリカのバーン博士 (E.Berne� 1910～ 1970)� によって創設され、日本では�
「交流分析」と呼ばれ位置づけられています。ＴＡは、一つのパーソナル理論で、個人が成長し変化するためのシス
テマティックな心理療法で、コミュニケーション理論や児童発達理論などにも関係があります。

■時　間　午前10時～12時
　　　　　（受付��午前９時45分から）�
■参加費　全５回　1,000円
■持ち物　筆記用具

■申込　子育て支援センター　きっずいちのみや
　　　　☎�05 5 3（4 7）1 3 4 5



　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子
を
対
象
に
、

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
て
添
加
物
や
防

腐
剤
が
入
っ
て
い
な
い
子
供
に
安
心
し

て
使
え
る
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
作
り
ま

す
。

▼
対
象
・
定
員

　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子
20
組

　
（
託
児
あ
り
）

▼
日
時

　
7
月
6
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
　
1
階
和
室

▼
講
師

　
秋
山
　
緑
氏

▼
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
や
つ

し
ろ
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子
を
対
象
に
、

親
子
で
参
加
で
き
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教

室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
・
定
員

　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子
30
組

▼
日
時
7
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
内
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師

　
半
田
美
惠
子
氏
（
生
涯
学
習
課
）

▼
持
ち
物

運
動
が
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

▼
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
や
つ

し
ろ

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心

理
学
を
学
ぶ
時
間
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

あ
り
ま
す
。

▼
対
象
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
　
3
組

▼
日
時
7
月
8
日
（
木
）・
15
日
（
木
）・
22
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
（
石

和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協

会
　
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費

3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円
（
心
理
学

の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
Ｃ
Ｄ
と
オ

イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ん
の
身
の

回
り
品
と
飲
み
物

▼
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
対
象
者
に
は
、
後
日
予
診
票
・
契
約

医
療
機
関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ
く
確

認
し
契
約
医
療
機
関
に
て
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
よ
り
転
入
さ
れ
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を

お
持
ち
の
方
は
、
健
康
づ
く
り
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�▼
問
合
せ
先
�

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

予防接種名

Ｂ Ｃ Ｇ �� � � � � � � �

三種混合1期初回・追加（ジ
フテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�1期

日 本 脳 炎 1 期

日 本 脳 炎 2 期

二 種 混 合 　 2 期
（ジフテリア・破傷風）

通知発送対象児

平成19年７月生まれ

平成22年４月生まれ

平成21年７月生まれ

平成11年７月生まれ

現在接種はできません

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
方
に
は
保
険
料
の
納
付
を
免
除

ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
下
記
の
制
度
内
容
を
お
読
み
に
な
っ

て
平
成
22
年
7
月
分
か
ら
平
成
23
年
6

月
分
ま
で
の
間
の
保
険
料
免
除
お
よ
び

納
付
猶
予
を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
7

月
分
か
ら
22
年
6
月
分
）
の
申
請
も
平

成
22
年
7
月
31
日
ま
で
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
早
急
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①�

免�

除�

制�

度

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
方
は
、
市
役
所
（
支
所
含
む
）

へ
申
請
手
続
き
を
行
い
年
金
事
務
所
で

前
年
所
得
等
を
審
査
後
、
承
認
さ
れ
る

と
そ
の
期
間
の
保
険
料
が
全
額
免
除
ま

た
は
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
に
な
り

ま
す
。

▼
申
請
が
で
き
る
方

○
申
請
者
本
人
と
そ
の
配
偶
者
、
世
帯

主
の
い
ず
れ
も
が
前
年
の
所
得
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す
る

方
○
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
、
天
災

な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

方
○
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前

年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下
の
方

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

※
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
の
申
請
を

受
け
た
場
合
は
、
新
た
に
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、
一
部
納
付
の
保
険
料

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

②�

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

▼
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
定

め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す
る
20
歳
以

上
30
歳
未
満
の
方
は
申
請
し
て
、
年

金
事
務
所
の
承
認
を
受
け
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

①
・
②
共
通
事
項

▼
免
除
（
全
額
・
一
部
納
付
）
・
若
年
者

納
付
猶
予
の
承
認
期
間

平
成
22
年
7
月
か
ら
平
成
23
年
6
月

ま
で
。

※
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

全
額
免
除
と
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

に
つ
い
て
は
、
「
継
続
申
請
」
を
希
望

す
る
と
翌
年
か
ら
は
本
人
の
申
請
手

続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

②
印
か
ん
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
）

③
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、

次
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確
認

通
知
書
等
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

▼
免
除
・
猶
予
は
未
納
よ
り
有
利
で
す

①
老
後
の
年
金
に
反
映

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の

資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

②
老
後
年
金
に
一
部
算
入

老
齢
基
礎
年
金
額
を
算
出
す
る
際
に

免
除
期
間
は
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
計

算
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
は

入
り
ま
せ
ん
）

③
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
も
保
障

免
除
・
猶
予
の
期
間
は
受
給
す
る
た

め
の
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
を
承
認
さ

れ
て
も
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

甲
府
年
金
事
務
所
（
国
民
年
金
）

☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
4
1

一部納付（一部免除）の世帯構成別の所得基準の目安

335万円

247万円

189万円

世帯構成

単身世帯

4人世帯
(夫婦・子2人)

2人世帯
(夫婦のみ)

全額免除
納付猶予

162万円

92万円

57万円

一　部　納　付

3／4納付1／4納付 1／2納付

230万円

142万円

93万円

282万円

195万円

141万円



　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
け
れ

ど
、
内
容
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
方
や
、
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
場
所

○
7
月
21
日
（
水
）

　
市
役
所
本
庁
　
3
階
会
議
室

○
8
月
18
日
（
水
）

　
境
川
支
所

▼
時
間

　
午
前
9
時
〜
12
時

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど

そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　中山間地域等直接支払交付金実施要領第12の規定に基づき、平成21年度の中山間地域等直接支

払制度の実施状況を公表します。

○�事業の目的

　中山間地域では傾斜農地であることと担い手不足・高齢化等による労働力不足や鳥獣被害等の

生産条件の不利が原因となり耕作放棄地が増加傾向にあります。

　そのため、耕作放棄地の発生を防止し、国土の保全や水源のかん養等の多面的機能を確保する

ために、「中山間地域等直接支払交付金」が交付されています。

○集落協定の概要
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集落協定名

合 　 計
( 3 2 協 定 )

▼問合せ先　農林振興課　農産推進担当　☎�055（262）4111

参加
戸数
31
59
29
45
47
53
54
71
48
52
8
11
18
13
18
61
115
79
40
17
9
15
15
27
77
20
9
17
56
38
62
49

1,263

面　積
(㎡)
37,077
173,247
116,931
117,992
158,624
117,673
112,794
135,828
125,010
107,532
10,004
10,764
27,364
14,922
21,236
259,757
116,340
101,604
85,546
24,800
17,653
23,253
23,889
30,487
249,356
50,739
21,684
36,911
140,824
99,698
97,077
86,051

2,752,667

単価

通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割
通常
通常
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割
８割

交付金
(円)
129,769
606,364
409,258
811,420
555,184
411,855
394,779
475,398
437,535
376,362
28,011
30,139
76,619
41,781
59,460
740,048
338,905
284,491
299,411
86,800
49,428
65,108
152,889
92,566
975,546
466,798
199,492
339,581
510,394
685,349
686,143
824,856

11,641,739

活動内容

農業生産活動等
●耕作放棄の防止等の活動（鳥
獣被害防止対策、農地の法
面管理等）

●水路･農道等の管理活動

●国土保全機能を高める取組
み（周辺林地の下草刈り、
土壌流亡に配慮した営農）

●自然生態系の保全に資する
取組み

農業生産活動等の体制整備
●高付加価値型農業の実践

●新規就農者の確保

●認定農業者の育成

●多面的機能の持続的発揮に
向けた非農家･他集落との連
携

※上記の活動のうち、協定ご
とに地域の現状や特性に応
じた活動が行われています。

作物区分

地域区分

田

水　稲

畑

普通畑

樹　園　地

もも・ぶどう・その他
地
区

石
和
・
春
日
居
地
区

御
坂
・
一
宮
・
八
代
・
境
川
地
区

芦
川
地
区

平坦地域

傾斜地域

平坦地域

傾斜地域

山間地域

全地域

平　均　額　31,500
最　高　額　83,600
最　低　額　10,000
データ数　 15

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

平　均　額　35,000
最　高　額　60,300
最　低　額　10,000
データ数　 14

平　均　額　28,700
最　高　額　50,700
最　低　額　 9,400
データ数　 11

平　均　額　 7,500
最　高　額　 8,100
最　低　額　 6,400
データ数　 2

平　均　額　13,500
最　高　額　24,900
最　低　額　 5,800
データ数　 6

平　均　額　 4,700
最　高　額　 6,400
最　低　額　 2,900
データ数　 2

平　均　額　39,000
最　高　額　98,000
最　低　額　 6,500
データ数　 40

平　均　額　22,200
最　高　額　41,100
最　低　額　 9,000
データ数 　 7

平　均　額　35,700
最　高　額　67,800
最　低　額　 6,000
データ数　 95

平　均　額　30,500
最　高　額　57,000
最　低　額　 4,500
データ数　 73

平　均　額　26,000
最　高　額　30,400
最　低　額　23,200
データ数　 3

※「平均額」は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。

(10ａ当り年額　単位：円) 　
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
平
成
21
年
6
月
17
日
に
成
立
し
、
12

月
15
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
伴
い
、
「
標
準
小
作
料
制

度
」
が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
り
農

業
委
員
会
が
農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
目

安
と
す
る
賃
借
料
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法

お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

よ
り
、
賃
借
権
が
設
定
さ
れ
た
実
勢
の

賃
借
料
を
集
計
し
ま
し
た
の
で
、
農
地

の
賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の
判
断
材
料

の
一
つ
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借

に
お
け
る
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
賃

借
料
は
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1
�

▼
対
象
住
宅

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

（
同
年
6
月
1
日
以
降
に
増
築
を
行
っ

た
場
合
も
可
）

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅

（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
等
は
対
象
外
）

③
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

④
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

⑤
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

か
つ
居
住
し
て
い
る
住
宅

（
複
数
の
住
宅
所
有
者
は
、
主
に
居
住

し
て
い
る
1
棟
を
対
象
と
し
ま
す
）

▼
診
断
費
用
　
市
が
全
額
負
担

▼
募
集
戸
数
　
15
戸

▼
申
込
期
間

7
月
12
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

計
画
指
導
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4



　
最
近
鳥
の
ヒ
ナ

を
保
護
し
た
と
い

う
連
絡
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
鳥
の

ヒ
ナ
を
見
つ
け
た

と
き
は
次
の
Ｑ
＆
Ａ
を
参
考
に
し
て
、

保
護
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
然
界
で
の
命
の
原
則
は
、
他
の
生

物
の
食
物
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
人
為
的
に
怪
我
を
し
た
野

鳥
や
ケ
ガ
も
無
く
死
ん
で
い
る
鳥
に
つ

い
て
は
保
護
・
回
収
等
を
行
う
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
野
鳥
は
許
可
無
く
捕
獲
や
飼

育
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
ど
う
し
て
ヒ
ナ
が
地
面
に
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
野
鳥
の
ヒ
ナ
の
多
く
は
、
卵
か
ら
か

え
っ
て
羽
が
生
え
そ
ろ
う
と
す
ぐ
に

巣
立
つ
の
で
、
巣
か
ら
飛
び
出
す
段

階
で
は
、
う
ま
く
飛
べ
ず
に
落
ち
る

も
の
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
怪
我
を

し
て
い
な
け
れ
ば
、
親
鳥
が
え
さ
や

り
や
誘
導
を
す
る
う
ち
に
、
少
し
づ

つ
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
巣
立
ち
直
後
の
ヒ
ナ
は
あ
ま
り
動
き

ま
せ
ん
。
親
鳥
は
人
が
ヒ
ナ
の
近
く

に
い
る
と
警
戒
し
て
近
づ
け
な
い
の
で
、

そ
の
場
を
去
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
ネ
コ
や
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
心
配
で
し
た
ら
、
ヒ
ナ
を
近
く
の
茂

み
の
中
に
移
し
ま
し
ょ
う
。
親
鳥
は

姿
が
見
え
な
く
て
も
、
ヒ
ナ
の
声
で

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

Ｑ
人
が
ヒ
ナ
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
か
？

Ａ
た
く
さ
ん
の
虫
を
与
え
続
け
る
な
ど

す
れ
ば
、
育
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

た
だ
、
自
然
界
で
は
巣
立
ち
後
に
親

鳥
と
過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間
（
1
週

間
か
ら
1
カ
月
）
に
「
何
が
食
べ
物

で
、
何
が
危
険
か
」
な
ど
を
学
習
し

て
ひ
と
り
立
ち
す
る
の
で
、
人
に
育

て
ら
れ
た
ヒ
ナ
が
自
然
の
中
で
生
き

て
い
け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
�
農
林
経
営
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
農
繁
期
に
な
り
、
市
に
農
作
業
等
の

苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
取
り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち

ろ
ん
、
農
薬
が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農

作
物
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
住
宅
地
周
辺
で
の
農
薬
を
散
布
時

事
前
に
周
辺
住
民
に
連
絡
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
散
布
方
法
や
時
間

帯
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
薬
の
残
液
の
適
正
処
理
を

環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

農
薬
調
整
時
に
は
一
度
の
散
布
で
使

い
き
れ
る
量
を
調
整
し
、
残
液
は
散

布
む
ら
の
調
整
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
布
に
使
用
し
た
器
具
及
び

容
器
を
洗
浄
し
た
水
は
、
排
水
路
や

河
川
等
に
直
接
排
水
す
る
こ
と
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

●
農
薬
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で

ラ
ベ
ル
に
書
か
れ
て
い
る
適
用
作
物
、

使
用
濃
度
、
使
用
時
期
及
び
使
用
回

数
な
ど
の
安
全
使
用
基
準
や
注
意
事

項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
に
は
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ

ず
、
地
域
に
お
い
て
日
頃
か
ら
連
絡
を

取
り
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
問
合
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
広
瀬
ダ
ム
、
琴
川
ダ
ム
で
は
、
こ
れ

か
ら
雨
期
に
む
か
い
大
雨
に
伴
う
出
水

な
ど
に
よ
り
、
ダ
ム
か
ら
河
川
へ
の
放

流
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
河
川
の
増
水
に
よ
る
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
サ
イ
レ
ン
警
報
お
よ
び

拡
声
器
に
よ
る
放
送
を
広
瀬
ダ
ム
、
琴

川
ダ
ム
よ
り
行
い
ま
す
。

　
放
流
時
の
サ
イ
レ
ン
音
な
ど
で
、
地

域
住
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
は
、

大
変
危
険
で
す
の
で
、
河
川
に
は
絶
対

に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
併
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
広
瀬
ダ
ム
・
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

・
広
瀬
ダ
ム
管
理
課

　
☎
0
5
5
3
（
3
9
）
2
4
1
1

・
琴
川
ダ
ム
管
理
課

　
☎
0
5
5
3
（
3
5
）
3
1
4
0

　
結
婚
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
7
月
2
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
7
月
11
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
は
、
予
約
不
要
で
す
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
を
行
い
、
印
鑑
・

Ｌ
版
写
真
２
枚
・
独
身
証
明
書
・
身

分
証
明
書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所
登

録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の
情

報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

て
も
、
情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）
な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
21
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
2
階
会
議
室

▼
相
談
時
間

　
1
人
30
分
以
内

▼
相
談
員

　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物

借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
等
が
わ

か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

市
民
活
動
支
援
課

市
民
生
活
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　毎日の暮らしの中での問題についてご相談ください。相談は無料で、相談者の秘密は固
く守られます。
▼相談内容・相談対応者
○専門家への相談…………………弁護士・司法書士
○相談員への相談
心配ごと（福祉関係）相談………民生委員・児童委員
人権相談…………………………人権擁護委員
行政相談（行政機関について）…行政相談委員
消費生活相談……………………消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員
弁護士・人権擁護委員・行政相談委員
民生委員・人権擁護委員・行政相談委員

※できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け
付けます。
予約は、下記の社会福祉協議会本所・
各地域事務所どちらでも結構です。

同　芦川地域事務所
☎�055(298)2170

▼問合せ先

笛吹市社会福祉協議会
☎�055(265)5182

同　石和地域事務所
☎�055(262)1267

同　御坂地域事務所
☎�055(263)0848

同　一宮地域事務所
☎�0553(47)2288

同　八代地域事務所
☎�055(265)2240

同　境川地域事務所
☎�055(266)5911

同　春日居地域事務所
☎�0553(26)3667

【開設日程】
開設場所 日　　時 時　　間 相　談　員

春日居福祉会館
芦川町ふれあいプラザ

スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

7月28日（水）
8月25日（水）
9月22日（水）
8月19日（木）
7月21日（水）
9月15日（水）
8月11日（水）
7月 8日（木）
9月 9日（木）
8月 3日（火）
9月 2日（木）

午後1時30分
～3時30分



　家電リサイクル法対象品目の特別収集を行います。ただし、業務用の家電は収集しません。

■日　時　７月17日（土）午前８時30分～11時30分

■場　所　市役所本庁舎東側駐車場

※収集にはリサイクル料金が必要です。リサイクル料金は、品目とメーカーで料金が異なりますのでご注

意ください。

▼問合せ先　（財）家電製品協会家電リサイクル券センター　☎�0120（319）640

　　　　　　ホームページ　http://www.rkc.aeha.or.jp/

　市民団体バイオディーゼルネットワークや
まなしでは、廃食油・賞味期限切れのてんぷ
ら油を回収し、バイオディーゼル燃料として
利用します。（ただし、業務用の油は回収しま
せん。）
■日時　７月３日（土）午前10時30分～12時
■場所　市役所本庁前駐車場

　今年度、市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。集められた廃食油
は、バイオディーゼル燃料となり、ごみ収集車などの燃料として利用されます。7月は境川地区で実施
しますので、お手持ちの廃食油があれば、ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。

■日　時　７月15日（木）午前６時～７時
■場　所
　境川町　小黒坂�……�集荷所
　　　　　前間田�……�コミュニティセンター
　　　　　石　橋�……�吉祥寺裏庭
　　　　　藤　垈�……�チビッコ広場
　　　　　上寺尾�……�集荷所

■回収する油の種類
植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひ
まわりなど）
○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。
○天かすなどは取り除いてください。
○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。

▼�問合せ先　ごみ減量課　�☎055（261）2044　または各支所

○エアコン　　　○テレビ（ブラウン管式）
○冷蔵庫・冷凍庫　　○洗濯機
○液晶テレビ・プラズマテレビ
○衣類乾燥機

エアコン�………………�3,150円
テレビ�…………………�2,835円
冷蔵庫・冷凍庫�………�5,869円
洗濯機�…………………�3,444円�

　市では、７月７日（水）に「七夕ライトダウン」を行います。
　全国的にも、当日の夜８時から　全国的にも、当日の夜８時から10時までの２時間、ライトアップ施設の一斉消灯に取り組む時までの２時間、ライトアップ施設の一斉消灯に取り組む呼び呼び
かけが行われています。
　市でも、夜間施設照明や公共施設の消灯、職員の定時退庁等の取り組みを行いますので、市民の
皆さんも各ご家庭でのライトダウンによる地球温暖化防止にご協力をお願いします。

　市では、７月７日（水）に「七夕ライトダウン」を行います。
　全国的にも、当日の夜８時から10時までの２時間、ライトアップ施設の一斉消灯に取り組む呼び
かけが行われています。
　市でも、夜間施設照明や公共施設の消灯、職員の定時退庁等の取り組みを行いますので、市民の
皆さんも各ご家庭でのライトダウンによる地球温暖化防止にご協力をお願いします。

　市ではお盆のお供物を可燃ごみとして収集
します。通常の可燃ごみ同様、各自の責任で、
区の決められた可燃ごみの曜日に
出してください。
　また、区独自に対応することも
ありますので、その場合は、お住
まいの区にお問い合わせください。

　
4
月
13
日
に
八
代
総
合
会
館
に
お
い
て

桑
原
会
長
以
下
78
名
の
体
育
指
導
委
員
が

委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
5
月
11
日
に
は
同
会
場
で
平
成
22
年
度

総
会
が
行
わ
れ
、
正
副
会
長
他
理
事
役
員

が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
事
業
計
画
で
は
、

今
年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

市
民
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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河
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副
委
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長
　
　
杉
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野
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中
川
　
　
充

一
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古
屋
　
公
也

境
川
地
区
代
表
　
　
渡
辺
　
　
修

春
日
居
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雨
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芦
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表
　
　
渡
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治
仁

▼
問
合
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涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
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☎
0
5
5
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2
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）
3
3
3
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善
意
の
ご
寄
付

ア
ピ
タ
石
和
店
様
（
石
和
町
窪
中
島
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】

　社会を明るくする運動笛吹市推進委員会と
笛吹保護区保護司会では、犯罪や非行、いじめ、
虐待（ぎゃくたい）のない地域づくりや健全な
青少年の育成に努め、誰もが安心・安全な地
域社会の中で生活できることを願い、明るい
社会を築くための啓発活動を行ないます。
　皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

▼問合せ先　市民活動支援課　市民生活担当
　☎�055(262)4111

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

御坂中学校　丁合機購入

介護認定事務支援システム�ハードーウェア購入事業

環境基本計画策定業務

クリーンセンター設備補修工事実施設計及び施工監理業務委託

笛吹市ふれあいの家耐震補強工事実施設計及び監理業務委託

笛吹市上水道事業飲料水水質検査等業務委託

石和温泉駅前公園緑地管理業務委託

石和平等川河川公園緑地管理事業

石和ふれあいゾーン緑地管理業務委託

緊急舗装修繕業務委託１

緊急舗装修繕業務委託２

市道一宮１－17号線舗装維持工事

市道境川10号線舗装改修工事

藤垈の滝公園防護柵設置工事

林道維持管理業務

農業用施設緊急補修業務委託（１工区）

農業用施設緊急補修業務委託（２工区）

農業用施設緊急補修業務委託（３工区)

緊急維持修繕業務委託１

緊急維持修繕業務委託２

緊急維持修繕業務委託３

緊急維持修繕業務委託４

市道一宮３－38号側溝改修工事

市道石和102号線道路改良工事

市道石和３号線水路改修工事

市道御坂724号線側溝改修工事

石和町地内道路維持工事（409号線）

消防ホース・消火栓用物品購入

笛吹市八代庁舎清掃業務委託

笛吹市石和保健福祉センター清掃業務及び設備保守管理業務委託

御坂地内配水管補償工事実施設計業務委託

一宮町配水管実施設計業務第１工区

春日居町鎮目水防倉庫再築工事

※…総合評価落札方式

御坂町

市内２カ所

笛吹市役所市民環境部

石和町砂原

石和町市部

笛吹市全域

石和町松本

石和町広瀬

石和町市部

石和町・春日居町・一宮町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

一宮町末木・本都塚

境川町

境川町大窪

御坂町・境川町・芦川町

石和町・御坂町

一宮町・春日居町

八代町・境川町・芦川町

石和町

春日居町・一宮町

八代町・境川町

御坂町・芦川町

一宮町一ノ宮

石和町川中島

石和町八田

御坂町二之宮

石和町井戸

石和町市部

八代町南

石和町市部

御坂町

一宮町

春日居町鎮目

¥1,250,000

¥3,700,000

¥5,000,000

¥5,300,000

¥3,190,000

¥21,000,000

¥900,000

¥1,200,000

¥4,800,000

¥9,540,000

¥9,540,000

¥18,000,000

¥36,000,000

¥9,260,000

¥5,380,000

¥8,300,000

¥8,160,000

¥8,250,000

¥9,570,000

¥9,570,000

¥9,570,000

¥9,570,000

¥3,400,000

¥5,000,000

¥5,400,000

¥8,200,000

¥14,000,000

¥6,200,000

¥1,960,000

¥2,800,000

¥3,300,000

¥4,800,000

¥2,370,000

¥1,200,000

¥3,250,000

¥4,450,000

¥3,500,000

¥3,025,000

¥10,980,000

¥870,000

¥1,150,000

¥4,560,000

¥9,350,000

¥9,100,000

¥14,100,000

¥28,800,000

¥6,480,000

¥3,873,600

¥5,970,000

¥5,700,000

¥5,700,000

¥7,650,000

¥6,600,000

¥6,600,000

¥6,500,000

¥2,780,000

¥3,900,000

¥4,290,000

¥6,440,000

¥9,800,000

¥4,250,000

¥1,668,000

¥2,100,000

¥1,630,000

¥2,230,000

¥1,740,000

アルプス事務機（有）

中楯電気（株）

（株）オリエンタルコンサルタンツ山梨事務所

（株）日本環境工学設計事務所

小林建築設計事務所

（株）日水コン　山梨事務所

（株）佐野緑化土木

（株）石和植木

（株）アセラグリーン�笛吹営業所

（株）拓甲建設　笛吹支店

（株）NIPPO�山梨統括事業所

（株）日昇建設

中央舗道建設(有)

（株）飯塚工業

（株）上組

（株）上野建工

（株）飯塚工業

（株）飯塚工業

（株）八木沢興業峡東支店

（株）飯塚工業

（株）飯塚工業

（株）飯塚工業

（株）佐野緑化土木

（有）末木建設

（株）栗田工業

（有)天野組

（株）飯塚工業

（株）センティス廿一

（有）中央美装サービス

（株）山梨環境サービス

（株）日本水道設計社甲府営業所

（株）日本水道設計社甲府営業所

（有）住まいの高野

平成22年4月20日
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

平成22年4月20日※
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平成22年4月20日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成22年5月18日

〃

〃

〃

〃

〃

前回行なわれた駅前での啓発運動



　
５
月

22
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
市
民
講
座
（
ス
コ
レ
ー
大
学
）

開
学
式
記
念
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
御
坂
町
在
住
の
前
田
タ
ク
ヤ
さ

ん
が
メ
ン
バ
ー
の
純
和
風
ジ
ャ
ズ
演

奏
グ
ル
ー
プ
「
風
カ
ヲ
ル
時
」
の
今

ま
で
に
な
い
メ
ロ
デ
ィ
を
２
５
０
人

を
超
え
る
来
場
者
に
披
露
し
ま
し
た
。

笛
吹
市
に
心
地
よ
い
風
を
運
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

和太鼓、尺八、ピアノが融合した演奏を披露

　
６
月
１
日
、
笛
吹
市
管
工
事
組
合

笛
水
会
（
浅
川
順
一
会
長
）
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
市

内
小
中
学
校
の
水
道
設
備
の
点
検
・

修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
児
童
・
生
徒
が
毎

日
安
全
に
学
習
で
き
る
学
校
環
境
の

整
備
を
目
的
と
し
、
昨
年
か
ら
３
年

を
か
け
て
市
内
全
小
中
学
校
の
屋
外

の
洗
い
場
や
校
舎
内
の
ト
イ
レ
な
ど

の
点
検
・
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
７
つ
の
小
中
学
校
（
石

和
北
小
・
石
和
東
小
・
御
坂
東
小
・

一
宮
南
小
・
一
宮
北
小
・
春
日
居
小
・

春
日
居
中
）
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

石和北小学校校庭の洗い場の蛇口を交換する参加者

体育功労表彰者��表彰式

　
４
月
11
日
か
ら
29
日
ま
で
、
第

５
回
笛
吹
市
体
育
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
24

日
に
は
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
館
に
お
い
て
開
会
式
が
開
か

れ
、
市
の
社
会
体
育
の
振
興
発
展
の

た
め
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
方
々
と
県
の
体
育
祭
で
５
年
連
続

し
て
優
勝
し
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
、

卓
球
男
子
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

■
体
育
功
労
表
彰
者

大
須
賀
清
一（
境
川
町
）

市
川
　
澄
恵（
芦
川
町
）

芦
澤
　
義
男（
野
球
）

内
藤
　
政
行
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

金
子
　
　
力（
弓
道
）

雨
宮
　
君
秋（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

西
川
　
雅
子（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

　
　
　
　
　�
�ド

・
ゴ
ル
フ
）

間
瀬
　
靖
子（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

雨
宮
　
君
雄（
ゴ
ル
フ
）

石
原
　
　
実（
陸
上
競
技
）

橘
田
美
智
子（
民
踊
）

土
屋
美
保
子（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

中
川
　
恒
明（
柔
道
）

小
宮
山
由
香
里（
剣
道
）

有
野
　
梅
男（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

弦
間
　
清
春（
卓
球
）

■
特
別
表
彰
者

安
田
あ
と
り（
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

角
田
　
照
夫（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
）

上
田
　
夏
帆（
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
）

安
永
　
和
詩（
重
量
挙
げ
）

小
山
永
莉
香（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

一
宮
桃
太
郎（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

卓
球
男
子（
卓
球
）

▼問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎055（261）3339

　5月9日の母の日に向け、新聞のカラー広

告を利用して、お母さんに手作りのコサー

ジュを贈ろうと春日居町の子どもたち17名

がチャレンジしました。色とりどりの新聞

紙を持ち寄り、花芯、花びらを作り、仕上

げにラメ糊を塗って、キラキラ光る素敵な

コサージュが完成。新聞紙が大変身を遂げ

ました。トイレットペーパーなどに再生さ

れる新聞紙ですが、このようにしわを寄せ

るだけで、美しい花に生まれ変わることは

子どもたちにとっては、また新たな発見だったようです。新聞紙を利用したこのコサージュづ

くりは、お母さんに喜んでもらえることはもちろんですが、資源の再利用について、まだまだ

いろいろな方法があることを子どもたちが知る良い機会になったのではないでしょうか。

　
キ
ラ
リ
と
光
る
黒
曜
石
の
や
じ
り

や
大
き
な
耳
飾
り
。
ふ
し
ぎ
な
形
の

道
具
を
楽
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間

　
７
月
10
日（
土
）〜
８
月
30
日（
月
）

　
コ
ハ
ク
は
縄
文
時
代
に
も
使
わ
れ

た
貴
重
な
石
。
削
っ
て
み
が
い
て
、

手
作
り
の
宝
石
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
７
月
17
日（
土
）・
25
日（
日
）

　
①
午
前
10
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜

■
定
員
　
各
30
名

　
（
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
）

■
材
料
費
　
８
０
０
円

　
土
偶
は
縄
文
時
代
の
願
い
を
か
な

え
る
女
神
様
。
自
分
だ
け
の
か
わ
い

い
土
偶
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
作
る
日
…
８
月
１
日（
日
）

　
①
午
前
10
時
〜
　
②
午
後
２
時
〜

　
焼
く
日
…
８
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜

■
定
員
　
各
30
名

（
事
前
申
込
み
が
必
要
・
作
る
日
と

焼
く
日
の
両
日
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

■
参
加
費
　
無
料

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
「
利
用
券
」

の
提
示
で
、
本
人
と
ご
同
伴
の
家
族

が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

釈
迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き

な
が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０
０
円
）

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を

お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３



◆
石
和
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
20
日
（
火
）・

26
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

７
日
（
水
）・
14
日
（
水
）・
21
日
（
水
）・

28
日（
水
）・
30
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

◆
境
川
図
書
室

４
日
（
日
）・
11
日
（
日
）・
18
日
（
日
）・

19
日（
月
）・
25
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

５
日
（
月
）・
12
日
（
月
）・
20
日
（
火
）・

26
日（
月
）・
30
日（
金
）

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

７
月
１
日（
木
）・
15
日（
木
）・
29
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

７
月
８
日（
木
）・
22
日（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

７
月
３
日（
土
）・
10
日（
土
）・
17
日（
土
）・

24
日（
土
）・
31
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
７
月
３
日（
土
）午
後
2
時
〜
3
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

7
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

７
月
16
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

７
月
25
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
７
月
７
日（
水
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
〜
お
は
な
し
会
〜

7
月
4
日（
日
）・
11
日（
日
）・
18
日（
日
）・

25
日（
日
）午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

７
月
９
日（
金
）・
23
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
７
月
10
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

７
月
21
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

７
月
10
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

７
月
７
日（
水
）・
14
日（
水
）・
21
日（
水
）・

28
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

７
月
３
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

７
月
10
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

�
（
小
学
生
向
け
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

７
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

７
月
17
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

７
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な

し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

●日　時　８月１日�（日）～22日�（日）

　　　　　午前10:00～午後５:00

　　　　　�（月曜日休館日を除く）

●場　所　石和図書館２階アート・ギャラリー

●日　時　８月１日�（日）　午後２:00～

●場　所　石和図書館２階視聴覚ホール

●定　員　先着100名
※本の販売・サイン会も行われます。

●期　間　７月17日�（土）�～８月22日�（日）�（図書館休館日を除く）

●場　所　市内各図書館

図書館でビンゴの用紙をもらったらスタート！

そろえたい列のマスに書いてある図書館で、縦と横の分類(＊)の本を借りてスタンプを

押してもらおう！(＊本の種類�…�絵本・動物の本・おりがみの本など)

ビンゴになるとかわいいプレゼントがありますので、チャレンジしてみてね。

詳しくは図書館のカウンターでお尋ねください。

ビンゴで
図書館
めぐりを
しよう!!

夢は大
きく�
�願い
は小さ
く

　小さ
な願い
は

　　　
はじめ
の一歩

　ぼく
にもで
きる

　　　
はじめ
の一歩

『夢をあきらめないで』

�》�》�》��プロフィール
1948年東京生まれ。慶応義塾大学法学部在学中より画家としてデビュ
ーし、児童出版の世界で活躍。86年に失明するが作家として再スタート。
処女長編童話『UFOリンゴと宇宙ネコ』で児童文芸新人賞受賞。90年
全盲のイラストレーターとして復活。サンリオ美術賞受賞。ニューヨ
ークでの個展が認められ、全米最大手子供服メーカーからの依頼で、
ジョン・レノンに次いで2人目の社外アーティストとして全米デビュー。
作品に「世界でいちばん長い夜」「宇宙からきたネコ博士」「失明地平線」
など。2003年日本児童文芸家協会特別賞受賞。



　かがり火がゆらめく笛吹川で繰り広げられる鵜

と鵜匠による伝統の技をご覧ください。

※一日２名限定で鵜匠体験ができます。事前にご

予約ください。（笛吹川石和鵜飼保存会主催：有料）

▼日時

７月20日（鵜飼始め）～８月19日（鵜飼納め）の

水・木・土・日

（７月20日は火曜日ですが実施します）

午後８時～８時50分

※川の水量により中止の場合あり

▼場所　市役所前笛吹川

▼問合せ先　観光商工課　☎�055（262）4111

　笛吹市夏のイベントが始まります。

　夜空を華麗に彩る花火でお楽しみください。

▼日時　7月20日（火）～8月20日（金）

　　　　午後８時50分～９時

　　　　※雨天の場合中止あり

▼場所　市役所前笛吹川河川敷

▼問合せ先　石和温泉旅館協同組合

　　　　　　☎�055（262）3626

8月21日（土）に開催される花火大会の有料観覧席を今年も販売します。

販売はチケットぴあで行います。

▼電話予約　0570（02）9999　　　　　▼Ｐコード：617-568

電話予約後にセブンイレブンでの引取りとなります。

県内では、石和サティ、岡島百貨店で購入できます。

快適な観覧席で夏の夜のひとときをお楽しみください。

▼問合せ先　（社）笛吹市観光物産連盟事務局（観光商工課内）

　　　　　　�☎�055（261）2829
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